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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

 第９回定例理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年９月２７日（火）
１８：３０～２１：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　和征専務理事
2. ＪＣＩクリード唱和                         　　 矢口　正則部会長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ                              伊藤　健二委員長
4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和               　 齋藤　洋也部会長
5. 出席者の確認（敬称略）                          横山　隆太事務局長
理事長　　　　　　　　船　橋　吾　一　　　
直前理事長　　　　　　荒　井　　寛　（遅参）
副理事長　　　　　　　野　口　雅　弘（遅参）
副理事長　　　　　　　三　浦　孝一郎（公欠）
副理事長　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　　　　井　上　周　士
副理事長　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　奥　山　和　征
監事                  齋　藤　秀　和（公欠）
監事                  鈴　木　慎　也（欠席）
監事　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長            菊　池　　学　　

特別委員長            後　藤　吉　伸（遅参）
室長                  東海林　　仁　（遅参）
室長   　             金　子　　明　（遅参）
室長                  安　藤　太一郎

室長   　             三　沢　慶　洋

本部長　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長              　中　村　祥　之
委員長　　　　　　　　佐　藤　貴　博（遅参）
委員長　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　酒　井　貞　和

委員長　　　　　　　　中　村　正　利（遅参）
委員長　　　　　　　　遠　藤　智　大（遅参）
委員長　　　　　　　　豊　島　　宏　（遅参）
委員長　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）
部会長　　　　　　　　佐　藤　　淳　（欠席）
部会長　　　　　　　　福　島　隆　之（遅参）
部会長　　　　　　　　會　田　智　弘（遅参）
部会長　　　　　　　  齋　藤　洋　也

部会長　　　　　　　　高　野　秀　哉（欠席）
部会長　　　　　　　　矢　口　政　則

財政局長　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）
事務局長　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

広報渉外委員会　　　　井　上　智　博

会務セクレタリー      狩　野　慎一郎
会務セクレタリー      菅　野　佑　吉
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山　隆太事務局長　

理事会構成委員３１名に対し、２分の１の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
議事録署名人に松田勝行副理事長、齊藤秀昭藤副理事長、議事録作成人に会務セクレタリー。

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
修正等があれば事務局に申しつけて頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長　　
今回も第９回の理事会にご参加頂き真にありがとうございます。今、事務局長の方から出席欠席のご報告がありましたが、遅参の方が多数いるという状況です。本当に仕事的にも、忙しい月末の理事会の開催ということで大変御苦労をおかけしているところではございますが是非、欠席者にも理事会の意義というものをもう一度お伝え頂きたいと思う次第であります。そんなことを言いながらも本当に連日皆様からは各種事業に対しましてご参加ご支援を頂いておりますこと、大変ありがたく思っております。先日総会が２０日に行われまして、次の日はこちらにいらっしゃらないですが、第１回次年度役員予定者会議を「のゝ村」で開催されました。ご盛会のうちに終了した次第でありましたが、野口次年度理事長のご挨拶が元気良くなされ、その後所信の読み合わせが行われました。やはりこの所信を全員で読み合わせれば読み合わせるほど、誤字や言い回し等いろんな所がありますが、全員で野口次年度理事長の勢いを感じたと思った次第であります。いよいよ野口丸も予定者スタートいたしました。是非、本年度もまだございますが次年度に対しましても同じくご支援ご協力をお願い申し上げます。また先週の土曜日ですが、ブロック会員会議所会議が西川の地で行われました。荒井直前、齋藤運営専務、室長大変お疲れ様でございました。議案が１本という中での開催ではありましたが、県の申し入れで県知事と理事長との懇談会を是非、したいということで実現がなされました。知事からはいろいろな意見を聞くまでの時間がなく、各理事長の３分ずつの時間しかなく、今の思いの丈を述べるだけで正直終わったのですが、ただ一つ知事としても女性の知事ということもありまして付き合い方が分らないというような話を知事がされておりました。前の人をどうこう言うつもりはないですが、開かれた県政ということでいろいろ訴えていますので、逆に待っているのではなく、こちらから積極的にアプローチをしてコミットメントしているということが必要だと思った次第であります。そんなことを感じさせるために、知事が来られたのではないかと思った次第であります。その際はＡＳＰＡＣの話もさせて頂きました。是非、これから市は当然でありますが、県に対してもしっかりと我々の行動や訴えをしていきながら、ご協力をいただける関係構築をこちらから積極的にしていかなくてはならないと改めて思った次第であります。まずはブロックの皆様大変ありがとうございました。そしてその後、憲法タウンミーティング、組織進化ミーティングと非常にタイトなスケジュールの中で、今考えれば議案１本で良かったと思いますが、次も頑張って頂きたいと思いますが、憲法タウンミーティング、組織進化ミーティング、これは昔で言うアニュルミーティングと呼ばれものでありました。今年の震災を受けて事業変更を余儀なくされた委員長の思いをもう一度述べて頂き、これからその震災を受けて来年へ繋げるべく、どんな活動をしていくべきか。ということの話がなされました。若干参加者が少ないと思いましたが、震災における新規のＬＯＭ事業のご報告等もありまして、各ＬＯＭの勢い、その雰囲気を感じ取ることが出来た良い会だったと思います。そして皆様もご存知のように、昨日シニアとの交流会が行われました。中村委員長、井上副理事長、担当グループとして、非常にお疲れ様でございました。議案の審議が通るまで、なかなか皆様からもご意見を頂きながら難しいいろんな状況もあり、非常に素晴らしい会になったと思う次第であります。オープニングの映像に対しましても、私の気持ちが余りにも乗りすぎまして、原稿にない話までさせて頂いた次第でありましたが、その甲斐があり先輩方からも熱くいろいろな話をして頂いたところでありました。私も一人ひとり漏れなくご挨拶をさせて頂きましたのでいろいろな話をさせて頂きました。特に井上先輩が花火の話をされている時、ふと後ろを見たら現役のメンバーが全員立っていたのでした。それには本当に感動を致しましてその気持ちというのは本当に素晴らしいと思った次第であります。誰かが声掛けをしたのか、そのいきさつは分かりませんが、私から見たのは非常にＬＯＭの思いというのが、先輩に対して伝わったのではないかと思いました。それと新入会員の紹介がございました。こういうのを毎年やれば良いのではないかと、そこで会長がおっしゃいました。やはり新入会員の顔も分らなければ、何をしているのか分らないというのが、先輩方の気持ちなのではないかと思う次第であります。次年度についても交流という基盤は入っておりますので善き、悪きをしっかりと継承して頂きながら、来年も良い方向で進めて頂ければと思った次第であります。まず私たちのアプローチがあって先輩方が集まって頂いたわけですが、この中にはシニア会長も言っておられましたが、盛り上げるために自ら、仲間にお声かけをさせて頂いて出席を頂いたという話をしておりました。皆様の席では言いませんでしたが、多分この勢いがまた来年に繋がると思います。新しい顔ぶれも何人かいらっしゃいましたし、そんな中でもっと交流が深められる山形ＪＣだと再確認をさせて頂きました。ＡＳＰＡＣの恒例の菊地特別委員長からのＰＲも非常に素晴らしい流れで出来たと思います。本当にありがとうございました。その中で今日の理事会、そして明日は次年度、そしてＶＰ訪問ということで、次は全国大会でございます。本当に今週はタイトなスケジュールでありながらも全国大会におきましては、福の会という歴代役員の会でのＰＲというファンクションも入って参りました。本当に見られるＬＯＭとして、私も理事長として、精一杯その全国大会に臨んで参りますので是非、皆様からもしっかりとサポートを頂きながら、この１週間を乗り越えて１０月１１月に繋げていきたいと。１０月例会は１０００人規模を企画しておりますので是非、そちらに対しましてもご支援を頂きたいと思います。熱い、熱いＪＣ活動になってきました。しかしながら皆様と共に手を携え頑張っていきたいと思っておりますので、何とぞ今後とも宜しくお願いいたします。本日の理事会もどうぞ宜しくお願いいたします。
１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井　寛直前理事長
割愛
１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　力総務委員長

確認事項その他を含め２件、討議事項その他を含め１件、審議事項その他を含め５件、協議事項その他を含め３件、報告依頼事項その他を含め１１件。

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
高橋大監事【質問】
世界会議の参加の件でＬＯＭブースの設営について、通常だと討議があるはずだが記載されていない。来月討議だと間に合わないので確認をして頂きたい。

奥山和征専務【回答】

前回審議議案で変更点はなかったので、そのままの形でブース出展をするため、討議では議案提出はしておりません。
高橋大監事【意見】

今までの流れとは違うと思うので指摘したが、手続き上問題がないのであれば、来年以降の引き継ぎについてはっきりさせて頂きたい。
船橋　吾一理事長【コメント】
イレギュラーではあるが、専務は前回審議を頂いた中で進めているという考えで、１０月の正副常任でその結果を確認上程という形で出させて頂きたい。
全会一致で議事採択

１３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０1  　ＬＯＭ内褒賞審議対象資料の作成及び表彰について　　　 総務委員会
鈴木力委員長【上程】
高橋大監事【補足】
１０月１６日の公開例会の後でないと開催できない。そして、事業の１カ月前に審議をし１０月の理事会で承認を頂きたいので、この様なスケジュールになった。資料についても作成をお願いしたい。
鈴木辰太郎本部長【質問】

現在の構成メンバーの出欠はどうか？
鈴木力委員長【回答】

前回、９月末にご案内した中では理事長からは欠席となっているが、他の方からはまだ連絡はないので改めて確認する。
確認―０２　その他
１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

討議―０１　ＬＯＭ外広報誌１１月号発行に関する件　　　　　　　　　広報渉外委員会
三沢慶洋室長【上程】
鈴木辰太郎本部長【意見】
議案について問題があると思うが、掲載についても地震関連の活動等も加えて頂きたい。
討議―０２　その他
削除
１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

審議―０１　ＫＩＤ’Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤！から広がる山形式芸術事業の開催事業報告（案）並びに

決算（案）承認に関する件　　                        ひとづくり推進委員会
伊藤健二委員長【上程】
高橋大監事【監査報告】
過日、関係書類を拝見したところ適正に処理されております。
齊藤秀昭副理事長【意見】

チラシとポスターの金額の税込部分、金額の訂正をお願いしたい。

【全員賛成により審議可決】

審議―０２　新入会員事業の企画実施（案）承認に関する件            会員拡大委員会
五十嵐新入会員【上程】
齊藤秀昭副理事長【意見】
事業対象者の対外対象者がＪＣメンバーの家族になっているが、対外目的のない事に違和感がある。

【対外対象者の部分の修正をして再度上程】
酒井貞和委員長【再度上程】
【全員賛成により審議可決】
審議―０３　卒業例会の開催（案）承認に関する件　　　　　　　　　  会員交流委員会
中村正利委員長【上程】
菊池学特別委員長【意見】
事業内容で前回指摘した場所が直っていない。

中村政利委員長【回答】

修正します。
安藤太一郎室長【質問】

2014年ＡＳＰＡＣ誘致のロゴを看板に入れると聞いたが、シニア交流会と同じような感じなのか？今までの経験上具体的にイメージできないのだが。

中村正利委員長【回答】

昨年は、看板の左側に卒業生のイメージ画像を入れています。それと同じように本年も国旗、ＪＣ旗、右端にＡＳＰＡＣのロゴを入れようと思う。

野口雅弘副理事長【質問】

卒業生の想いを現役に伝えられる会をしますとありますが、具体的に何をするのか。

シナリオを作り、伝えたい事を議案に盛り込んで頂きたい。

中村正利委員長【回答】

メッセージを現役に落とし込めるようなイベントを考えている。現時点でお見せできるシナリオはありません。

齊藤秀昭副理事長【質問】

会費はいくらか。

中村正利委員長【回答】

７０００円を予定している。

【全員賛成により審議可決】

審議―０４　９月定時総会の開催事業報告（案）承認に関する件　　　  総務委員会
鈴木力委員長【上程】
三沢慶洋室長【補足】
齊藤秀昭副理事長【質問】

ミスはあったのか。

鈴木力委員長【回答】

準備ミスがあり、国歌斉唱の音量調整などがうまくいかなかった。

齊藤秀昭副理事長【意見】
次年度引き継ぎに記載するほどではないだろうが、引き継ぎ確認して頂きたい。

【全員賛成により審議可決】

審議―０５　その他
削除
１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

協議―０１　クリスマス家族例会の開催（案）に関する件　　　　　　　花火大会特別委員会
矢口政則部会長【上程】
中村祥之本部長【補足】

菊池学特別委員長【意見】

テーマがあって一つの流れが出来、エンタメによってやり方が変わる。エンタメも期待しているが流れを壊さないようにして頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

予算の無い中これだけの工夫はすばらしい。今回会費が５００円上がり内訳がプレゼント代とエンタメになっているが予算書ではプレゼントのみになってのでその部分、しっかりした物をお願いしたい。

中村祥之本部長【回答】

当初もっとかさむ予算をＹＴＳさんから大部ご協力頂いた。財政局長より御指示で司会とエンタメ込で出させて頂いた。外部協力者の所だがいろいろ書き方があるが難しい部分もある。

野口雅弘副理事長【意見】

エンタメと司会について理由付けがあるのであれば説明書で書いて頂きたい。外部協力者も書ける所まで書いて頂きたい。

協議―０２　新入会員承認（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
酒井貞和委員長【上程】
【オブザーブ退出】

酒井貞和委員長【上程】

齊藤秀昭副委員長【意見】
閲覧資料に印鑑がない。

酒井貞和委員長【回答】

事務局提出時には必ず捺印する。

井上周士副理事長【意見】

審議振替討議願いたい。

【審議振替】
酒井貞和委員長【再上程】

【全員賛成により審議可決】

協議―０３　その他

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長
報告―０１　１０月合同グループ会議及び出向者報告会参加促進について　

広報渉外委員会
三沢慶洋室長【報告】

報告―０２　東北青年フォーラムＩＮ花巻の参加御礼                  広報渉外委員会
三沢慶洋室長【報告】

報告―０３　２０１１ ＪＣＩ世界会議ブリュッセル大会参加促進について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会

三沢慶洋室長【報告】

報告―０４　公益社団法人格取得の準備に関する件　　　　　　　公益社団法人推進プロジェクトチーム
田牧大祐サブリーダー【報告】
報告―０５　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０６　委員か別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　事務局
報告―０７　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０８　公益社団法人日本青年会議所第１０回理事会参加依頼について　事務局
報告―０９　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　事務局
報告―１０　ＪＣＩ副会頭アレックス・モック君公式訪問について　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】

報告―１１　花火大会協賛金ついて
後藤吉伸特別委員長【報告】

報告―１２　新入会員認証式、新入会員事業について
酒井貞和委員長【報告】
報告―１３　シニアと現役会員の交流会の御礼について
中村正利委員長【報告】
報告―１４　ＡＰＤＣトレーニング、ＶＰトレーニングの御礼
菊池学特別委員長【報告】
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

２０１１年度第１０回定例理事会

２０１１年１０月２５日（火）１８：３０～

パレスグランデール　２Ｆ
１９．監事講評
高橋大監事
本日も皆さまお疲れ様でございました。大変早い時間で終わりまして、ほっとしております。私も冒頭本来ここで言ってはいけない事を言ってしまったのかと反省しております。議案をダウンロードして見てから言う事でした。理事会に来てから議案が増えている事も事実です。しっかりと上程スケジュールを守るのが一番ですが、それが叶わなくても責めて上程表位は出して頂きたいと思います。全然違うグループの人が上程表を見て判断するのではなく、上程スケジュールをグループで作っているはずですので室長のかたもしっかり確認して頂きたいと思います。年度も終わりに近付き決算の議案も上がってきております。

その中でご注意して頂きたい点を予めお話したいと思います。予算伴う場合、絡む物に関しては監査、財政が必要です。予算と決算の額が１０パーセントのずれがあると、もしかしたら補正予算が必要になって来ます。再発生理由書を付けて決算議案を作って頂く、一番左の科目次に再目になっております。予算に再が出た場合左の科目どうしだと流量が可能なのですが科目を超えての流量は出来なくなっております。なので、１０パーセントを満たなくて、科目間で流量しなくてはいけなくなった場合、補正が必要になってきます。そのために予備費を３パーセント以上計上しなさいとなっている。再目間でまかなえない場合予備費から流用する。そして決算を上げると。しっかり御理解頂いた上、上程頂きたい。全てＬＯＭ会計マニュアルにのっているので、確認頂きたいと思います。それでも分からない時田牧財政局長に聞いて頂きたいと思います。公益法人となりますので決算の方もしっかりして行かなければならないと思います。出来ればクリスマス例会以外の物は１２月ので、終わして頂きたいと思います。なるべく早く議案を作って頂き監査なり財政に回して頂きたいと思います。以上最後お願いになりましたが、監事講評にさせて頂きます。お疲れ様でした。
２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
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